
　

先
日
、
「
福
島
原

発
と
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
講
演
を
聞
い

た
。
講
師
は
、
「
反

核
燃
」
闘
争
を
闘
い

続
け
て
い
る
青
森
の

山
田
清
彦
さ
ん
だ
。

こ
の
講
演
で
知
っ
た
こ
と
は
、

「
原
子
力
＝
核
」
に
つ
い
て
ほ
と

ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

だ
。
「
核
兵
器
」
に
は
関
心
を
持

っ
た
つ
も
り
で
い
る
く
せ
に
、
同

じ
「
核
」
を
扱
う
原
子
力
発
電
所

や
核
燃
施
設
に
つ
い
て
は
ど
れ
だ

け
の
関
心
を
寄
せ
て
き
た
の
だ
ろ

う
。
原
発
に
対
す
る
漠
然
と
し
た

不
安
を
具
体
化
し
よ
う
と
し
な
か

っ
た
自
分
に
腹
が
立
つ
▼
「
福
島

第
一
原
発
か
ら
の
放
射
能
放
出
が

続
い
て
い
る
。
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島

で
は
16
時
間
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

で
は
６
日
で
止
め
得
た
も
の
が

〝
原
子
力
技
術
が
優
秀
な
〞
東
京

電
力
は
７
か
月
過
ぎ
て
も
止
め
ら

れ
な
い
。
こ
ん
な
人
達
に
原
子
力

を
動
か
す
資
格
が
あ
っ
た
か
疑
問

だ
」
と
い
う
。
指
摘
の
通
り
だ
。

現
在
、
六
ケ
所
再
処
理
工
場
に
は

２
４
０
㎥
の
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

液
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

こ
の
施
設
で
事
故
が
発
生
し
放
射

能
が
拡
散
す
れ
ば
、
私
た
ち
に
も

高
濃
度
の
放
射
能
が
降
り
て
く
る

こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
も
そ
の

施
設
の
下
に
は
活
断
層
が
走
っ
て

い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
危

険
性
は
低
く
は
な
い
の
だ
▼
原
子

力
発
電
は
安
く
て
環
境
に
優
し
い

と
い
う
の
も
怪
し
い
。
小
出
裕
章

さ
ん
（
京
都
大
学
助
教
）
に
よ
る

と
「
開
発
や
立
地
に
支
出
さ
れ
る

国
の
費
用
や
再
処
理
の
費
用
を
加

え
る
と
、
火
力
・
水
力
よ
り
高
い
。

ま
た
、
ウ
ラ
ン
採
掘
か
ら
原
子
炉

で
使
え
る
燃
料
棒
に
す
る
過
程
で

か
な
り
の
二
酸
化
炭
素
を
排
出
す

る
」
と
い
う
▼
原
発
事
故
の
不
安

や
恐
怖
は
大
き
い
。
で
も
小
出
氏

が
言
う
よ
う
に
「
起
き
た
過
去
は

変
え
ら
れ
な
い
が
、
未
来
は
変
え

ら
れ
る
」
の
だ
。
そ
の
絶
好
の
機

会
が
今
訪
れ
て
い
る
。
（
髭
）
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「
３
・
11
」
大
震
災
で
も
多
く
の
報
告
や
意
見

畠
山
、松
橋
氏

議
長
団
で
進
行

第67回定期地方大会

組
織
拡
大
に
全
力
で
取
り
組
む

組
織
拡
大
に
全
力
で
取
り
組
む

　

江良實青森
平和労組会議議長

山内裕幸青森県
交運労協議長

高野早苗東日本本部委員長

来
賓
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

齋
藤
委
員
長
あ
い
さ
つ（
要
旨
）

　

地
方
本
部
は
、
第
67
回
定
期
地
方
大
会
を
10
月
16
日
・
17
日
に
青
森
市
の
浅
虫
温
泉
・
南
部
屋
で
関
係
者
約
１

０
０
人
が
参
加
の
中
で
開
催
し
た
。

　

経
過
・
方
針
で
の
討
論
で
は
16
人
が
発
言
し
、
３
・
11
東
日
本
大
震
災
関
係
、
厳
し
さ
を
増
す
職
場
の
労
働
条

件
、
貨
物
会
社
の
実
態
な
ど
の
報
告
や
不
採
用
事
件
の
終
結
問
題
、
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
議
論
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
向
か
う
一
年
間
①
不
採
用
問
題
の
終
結
を
受
け
、
そ
の
運
動
を
地
域
の
運
動
の
中
に
生
か
し
て
い
く

②
安
全
・
安
定
輸
送
を
目
指
し
、
労
働
条
件
の
改
善
と
技
術
継
承
に
取
り
組
ん
で
い
く
③
安
全
で
平
和
な
社
会
の

実
現
に
向
け
、
地
域
の
仲
間
と
共
に
政
治
闘
争
を
強
化
し
て
い
く
④
最
重
要
課
題
の
組
織
の
拡
大
に
全
力
を
あ
げ

て
取
り
組
む
ー
こ
と
な
ど
の
意
思
統
一
を
図
っ
た
。

　

今
大
会
は
地
方
役
員
改
選
の
大
会
で
、
齋
藤
庄
司
委
員
長
を
は
じ
め
９
人
の
役
員
が
選
出
さ
れ
た
。

　

大
会
は
、
13
時
に
阿
部
副
委
員

長
の
開
会
挨
拶
後
、
震
災
で
の
組

合
員
犠
牲
者
に
黙
と
う
を
捧
げ
、

代
議
員
43
人
中
41
人
の
出
席
を
確

認
し
大
会
の
成
立
を
宣
言
。
議
長

に
畠
山
孝
代
議
員
（
北
上
工
務
分

会
）
、
副
議
長
に
松
橋
隆
代
議
員

（
八
戸
工
務
分
会
）
を
選
出
、
挨

拶
を
受
け
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

　

最
初
に
齋
藤
委
員
長
が
執
行
委

員
会
を
代
表
し
挨
拶
。
続
い
て
江

良
實
青
森
県
平
和
労
組
会
議
議
長

を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
の
方
々
か

ら
激
励
と
支
援
・
連
帯
の
挨
拶
を

頂
い
た
。
そ
の
後
、
中
堤
執
行
委

員
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
紹
介
と
日
程

を
説
明
。
菊
池
執
行
委
員
が
大
会

期
日
の
延
期
承
認
を
提
案
、
承
認

さ
れ
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
設
置

を
確
認
、
協
約
・
協
定
締
結
を

佐
々
木
書
記
長
が
提
案
、
承
認
。

経
過
の
報
告
と
２
０
１
１
年
度
の

運
動
方
針
の
提
案
を
書
記
長
が
行

い
経
過
の
質
疑
へ
、
５
人
の
発
言

と
答
弁
で
承
認
さ
れ
た
。
引
き
続

き
小
林
副
委
員
長
か
ら
決
算
報
告
、

山
川
会
計
監
査
員
の
監
査
報
告
で

決
算
を
承
認
。
国
労
会
館
な
ど
の

事
業
報
告
が
三
浦
職
員
か
ら
行
わ

れ
、
機
関
紙
表
彰
に
入
り
、
最
優

秀
賞
の
気
仙
沼
地
域
分
会
な
ど
５

分
会
を
表
彰
。
佐
々
木
喜
一
選
挙

管
理
委
員
長
（
北
上
工
務
分
会
）

か
ら
地
方
役
員
・
委
員
の
告
示
が

報
告
さ
れ
一
日
目
を
終
了
し
た
。

　

二
日
目
は
、
９
時
40
分
に
再
開

し
組
織
検
討
委
員
会
答
申
が
承
認

さ
れ
、
方
針
の
討
論
に
入
っ
た
。

討
論
で
は
、
11
人
が
３
・
11
大
震

災
、
労
働
条
件
，
組
織
拡
大
、
昇

進
試
験
問
題
な
ど
で
発
言
。
中
間

と
佐
々
木
書
記
長
の
集
約
答
弁
が

行
わ
れ
、
拍
手
で
方
針
が
原
案
通

り
確
立
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
小
林

副
委
員
長
が
予
算
案
を
提
案
、
承

認
さ
れ
、
組
織
検
討
委
員
会
の
設

置
を
確
認
し
昼
食
へ
。

　

昼
食
後
、
ス
ト
権
投
票
を
行
い

投
票
代
議
員
41
人
全
員
の
賛
成
で

ス
ト
権
を
確
立
。
続
い
て
、
佐
々

木
選
挙
管
理
委
員
長
か
ら
地
方
役

員
・
委
員
が
定
数
ど
お
り
の
立
候

補
で
、
無
投
票
の
選
出
が
報
告
さ

れ
、
新
旧
役
員
の
挨
拶
が
行
わ
れ

た
。
最
後
に
大
会
宣
言
を
採
択
、

議
長
団
が
退
任
、
小
林
副
委
員
長

の
閉
会
挨
拶
後
、
全
員
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
大
会
を
終
了
し
た
。

【
来
賓
】
〈
挨
拶
順
〉

　

江
良
實
青
森
平
和
労
組
会
議
議

長
、
三
上
武
志
社
民
党
青
森
県
連

合
幹
事
長
、
吉
俣
洋
日
本
共
産
党

 

地
方
闘
争
委
員
会
を
代
表
し
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

四
半
世
紀
に
及
ぶ
Ｊ
Ｒ
不
採
用

問
題
は
、
雇
用
問
題
が
残
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
混
迷
す
る
政
局
や

３
・
11
東
日
本
大
震
災
、
頑
な
に

雇
用
を
拒
否
す
る
Ｊ
Ｒ
各
社
の
現

状
の
中
、
様
々
議
論
を
経
て
闘
争

団
当
事
者
の
結
論
を
尊
重
し
、
７

月
の
第
80
回
定
期
全
国
大
会
で
闘

争
の
終
結
を
確
認
し
た
。
長
年
に

渡
る
ご
支
援
に
感
謝
す
る
。

　

３
・
11
東
日
本
大
震
災
は
、
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
陸
前

高
田
駅
に
勤
務
中
の
熊
谷
秀
三
さ

ん
が
亡
く
な
ら
れ
無
念
、
ご
冥
福

を
申
し
上
げ
た
い
。
家
族
を
失
っ

た
組
合
員
、
被
災
さ
れ
た
組
合
員

に
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
た
い
。
鉄
道
復
旧
は
、
清
野

社
長
の
言
う
よ
う
に
時
間
が
か
か

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
盛
岡
支
社

に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。
貨
物

の
石
油
輸
送
は
鉄
道
の
優
位
性
を

知
ら
し
め
た
。
上
部
機
関
と
も
連

携
し
貨
物
会
社
の
発
展
に
取
り
組

み
た
い
。
福
島
原
発
事
故
、
脱
原

発
の
運
動
を
進
め
た
い
。

　

安
全
・
安
定
輸
送
確
立
と
労
働

条
件
の
改
善
に
向
け
、
安
全
総
点

検
・
仕
事
総
点
検
運
動
を
取
り
組

み
、
若
い
社
員
へ
の
技
術
継
承
を

図
り
、
安
心
し
て
働
け
る
明
る
い

職
場
づ
く
り
を
先
頭
に
な
り
取
り

組
ん
で
い
こ
う
。
新
人
事
・
賃
金

制
度
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
問
題

点
が
あ
り
、
東
日
本
本
部
と
連
携

し
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
に

改
善
に
取
り
組
み
た
い
。

　

組
織
拡
大
は
喫
緊
の
課
題
、
守

る
の
で
は
な
く
攻
め
る
気
持
ち
を

大
き
く
持
ち
、
遠
慮
す
る
こ
と
な

く
、
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
、
心
配

す
る
こ
と
な
く
、
国
労
加
入
の
取

り
組
み
に
大
き
く
踏
み
出
す
こ
と

を
お
願
い
し
た
い
。

　

最
後
に
選
挙
闘
争
、
大
震
災
に

よ
り
統
一
自
治
体
選
挙
が
統
一
し

で
き
な
か
っ
た
。
青
森
県
議
の
奈

良
岡
克
也
さ
ん
が
惜
敗
、
矢
巾
町

議
の
山
崎
道
夫
さ
ん
、
岩
手
県
議

の
木
村
幸
弘
・
久
保
孝
喜
さ
ん
が

２
度
目
の
議
席
を
確
保
、
支
援
に

感
謝
し
た
い
。
来
春
の
北
上
市
議

選
に
星
敦
子
さ
ん
が
３
度
目
の
議

席
確
保
に
む
け
立
候
補
を
予
定
、

取
り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
。
闘

い
の
先
頭
た
ち
頑
張
る
決
意
を
述

べ
挨
拶
と
す
る
。

青
森
県
委
員
会
書
記
長
、
山
内
裕

幸
青
森
県
交
運
労
協
議
長
、
竹
内

隆
東
北
労
働
金
庫
青
森
県
本
部
副

本
部
長
、
力
石
利
博
全
労
済
青
森

県
本
部
本
部
長
、
佐
藤
勝
雄
交
運

共
済
東
日
本
事
業
本
部
東
北
支
所

副
本
部
長
、
高
野
早
苗
国
労
東
日

本
本
部
委
員
長
、
金
児
順
音
威
子

府
闘
争
団
団
長
、
馬
渕
茂
帯
広
闘

争
団
団
長
、
松
山
剣
司
鉄
道
退
職

者
の
会
盛
岡
地
方
連
合
会
事
務
局

　

方
針
で
は
、
11
人
が
発
言
し
た
。

要
旨
は
次
の
通
り
。

　
　
　
　
　

◇

◎
岩
脇
勇
代
議
員

　
　
　
　

（
盛
岡
運
輸
区
分
会
）

▽
震
災
時
の
自
宅
待
機
な
ど
が
続

い
た
労
働
時
間
の
扱
い
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

▽
震
災
時
、
東
京
な
ど
に
３
日
間

足
止
め
、
食
事
代
が
出
た
が
、
後

日
返
納
を
求
め
ら
れ
た
。

▽
エ
ル
ダ
ー
社
員
雇
用
先
、
一
カ

月
先
の
人
が
決
ま
っ
て
い
な
い
。

◎
照
井
幸
男
代
議
員

　
　
　
　

（
北
上
駅
連
合
分
会
）

▽
震
災
時
の
気
仙
沼
地
域
分
会
の

情
報
を
見
て
、
機
関
紙
の
大
切
さ

を
痛
感
し
て
い
る
。

▽
地
方
線
、
第
３
セ
ク
タ
ー
鉄
道

な
ど
維
持
・
存
続
を
求
め
る
シ
ン

長
、
地
方
議
員
団
（
星
敦
子
北
上

市
議
会
市
議
会
議
員
、
山
崎
道
夫

矢
巾
町
議
会
議
員
）
、
佐
々
木
香

代
子
地
本
家
族
会
会
長

【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

岩
手
県
高
等
学
校
職
員
組
合
、

岩
手
県
交
通
労
働
組
合
、
全
水
道

盛
岡
労
働
組
合
、
全
農
林
東
北
地

方
本
部
岩
手
県
事
務
所
、
東
北
労

働
金
庫
労
働
組
合
岩
手
県
支
部
、

岩
手
県
合
同
労
働
組
合
連
合
会
、

全
労
済
労
働
組
合
岩
手
県
支
部
、

齋
藤
憲
雄
青
森
市
議
会
議
員
、

（
国
労
関
係
は
紙
面
上
割
愛
）

ポ
ジ
ュ
ウ
ム
の
開
催
を
。

▽
採
用
差
別
事
件
終
結
、
後
世
に

残
る
闘
い
自
信
を
持
っ
て
い
き
た

い
。
終
結
時
の
議
論
が
ほ
し
か
っ

た
。
事
業
体
へ
の
支
援
も
大
切
だ
。

▽
連
合
加
盟
問
題
、
時
期
草
々
と

思
う
。
国
労
の
組
織
問
題
も
抱
え

る
と
思
う
。

▽
国
労
の
車
掌
に
も
新
採
の
見
習

い
、
会
社
の
対
応
も
変
化
、
組
織

拡
大
に
繋
げ
た
い
。

◎
工
藤
達
二
代
議
員

　
　
　
　
　

（
青
森
施
設
分
会
）

▽
地
震
支
援
カ
ン
パ
、
全
員
が
協

力
し
て
く
れ
た
。
東
労
組
は
被
災

地
で
ボ
ラ
ン
テ
ア
を
取
り
組
ん
で

い
る
。
国
労
は
と
聞
か
れ
る
が
考

え
て
い
る
の
か
。

▽
工
事
テ
ー
プ
ル
が
忙
し
過
ぎ
る
。

サ
ー
ビ
ス
労
働
の
実
体
が
あ
る
。

調
査
し
申
し
入
れ
て
ほ
し
い
。

▽
分
会
機
関
紙
の
発
行
を
約
束
す

る
。

◎
立
花
寿
代
議
員

（
盛
岡
駅
連
合
分
会
）

▽
来
年
３
月
31
日
で
も
し
券
を
廃

止
す
る
と
点
呼
で
言
わ
れ
て
い
る

が
、
点
呼
で
も
具
体
的
内
容
が
な

い
。
エ
ル
ダ
ー
社
員
や
転
勤
も
出

て
く
る
本
人
希
望
の
尊
重
と
差
別

の
な
い
様
申
し
入
れ
て
ほ
し
い
。

組
合
員
も
個
人
面
談
で
は
希
望
は

言
っ
て
い
く
が
。

〈
次
の
ペ
ー
ジ
続
く
〉

大　会
特集号

厳
し
い
職
場
実
態
、組
織
拡
大

　

不
採
用
事
件
の
終
結
で
討
論

＝＝
方
針
の
討
論
で
11
人
が
発
言
＝＝































大会は、約100人の参加で開催された（浅虫温泉・南部屋）
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音
威
子
府・帯
広
両
団
長

熊谷泰幸代議員
（気仙沼地域分会）

高橋清光代議員
（青森運輸分会）

地
域
、共
闘
の
仲
間
と
闘
い
の
強
化
を

労
働
条
件
の
改
善
に
全
力
で
取
り
組
む

四
半
世
紀
の
闘
い
に
感
謝

今
後
地
域
の
中
で
頑
張
る

写真右から齋藤、阿部、小林、佐々木、沢田、菊池、小笠原、山川、高橋の新役員

地
方
委
員
1４
人
を
選
出

２
０
１
１
年
度

佐々木書記長
集約（要旨）

齋
藤
委
員
長
は
じ
め

新
役
員
９
人
を
選
出

地方役員改選

金
児
順
音
威
子
府
闘
争
団
団
長

（
杉
山
均
事
務
局
長
も
同
行
）
、

馬
渕
茂
帯
広
闘
争
団
団
長
両
氏
が

挨
拶
し
、
四
半
世
紀
の
闘
い
、
闘

争
団
員
の
苦
渋
の
選
択
の
中
で
の

終
結
と
な
っ
た
が
、
今
日
ま
で
の

皆
さ
ん
の
支
援
に
心
か
ら
感
謝
す

る
。
雇
用
の
確
保
は
で
き
な
か
っ

た
が
た
ど
り
着
い
た
と
こ
ろ
が
一

番
と
い
う
こ
と
で
頑
張
り
た
い
。

今
後
も
地
域
の
中
で
頑
張
っ
て
い

く
。
国
労
は
卒
業
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
Ｏ
Ｂ
と
し
て
共
に
頑
張
り

た
い
と
述
べ
た
。

○
音
威
子
府
、
帯
広
の
事
業
体
へ

の
支
援
は
お
願
い
し
た
い
。

○
新
人
事
・
賃
金
制
度
は
前
進
面

も
あ
る
。
公
平
・
公
正
な
運
用
を

求
め
る
。

　

経
過
で
は
５
人
が
発
言
し
、
執

行
部
の
答
弁
を
受
け
承
認
さ
れ

た
。

　

要
旨
は
次
の
通
り
。

　
　
　
　
　

◇

◎
熊
谷
泰
幸
代
議
員

　

（
気
仙
沼
地
域
分
会
）

○
３
・
11
大
地
震
、
正
に
青
天

の
霹
靂
だ
っ
た
。
全
て
が
麻
痺
。

熊
谷
秀
三
さ
ん
の
死
が
残
念
。

○
地
震
時
の
勤
務
指
示
、
会
社
の

対
応
が
で
た
ら
め
だ
っ
た
。

○
線
路
復
旧
の
目
処
は
立
た
ず
、

廃
止
論
、
ル
ー
ト
変
更
な
ど
も
。

◎
笹
山
賀
庸
代
議
員

　
　
　
　
　

（
八
戸
工
務
分
会
）

○
支
援
共
闘
会
議
で
最
後
の
音
威

子
府
激
励
交
流
に
参
加
し
た
。
事

業
体
の
物
資
購
入
に
こ
れ
ま
で
ど

お
り
の
支
援
が
大
切
だ
。

○
エ
ル
ダ
ー
制
度
、
健
康
上
問
題

を
抱
え
る
人
の
雇
用
の
確
保
を
。

◎
留
場
義
継
代
議
員

　
　
　
　
　

（
宮
古
地
域
分
会
）

○
３
・
11
大
地
震
、
多
く
の
組

合
員
・
家
族
が
被
災
し
た
。
皆
さ

ん
の
支
援
に
感
謝
し
た
い
。

○
地
震
へ
の
対
応
、
移
動
も
出
て

い
る
７
割
が
地
元
希
望
を
し
て
い

る
。
復
旧
に
頑
張
る
。

◎
館
川
幸
也
代
議
員

　
　
　
　
　

（
盛
岡
貨
物
分
会
）

○
貨
物
は
社
員
無
視
の
合
理
化
、

低
賃
金
、
ボ
ー
ナ
ス
減
と
厳
し
い
。

○
八
戸
か
ら
盛
岡
へ
嘱
託
社
員
が

通
勤
、
地
元
で
の
雇
用
確
保
を
。

○
東
の
新
人
事
・
賃
金
制
度
、
問

題
は
な
い
の
か
。

◎
近
藤
信
博
代
議
員

　
　
　
　

（
盛
岡
駅
連
合
分
会
）

○
統
一
地
方
選
挙
の
総
括
は
。

〈
執
行
部
答
弁
〉

○
震
災
時
は
皆
さ
ん
は
本
当
に
頑

張
っ
た
。
組
合
員
の
支
援
に
感
謝

し
た
い
。

○
勤
務
問
題
、
会
社
へ
は
常
識
対

応
を
求
め
た
。

○
復
旧
は
難
し
い
面
も
多
く
あ
る

が
、
県
議
２
人
と
も
相
談
し
取
り

組
み
た
い
。
職
場
の
確
保
に
も
。

○
エ
ル
ダ
ー
の
職
場
確
保
に
全
力
。

〈
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
〉

◎
高
森
英
明
代
議
員

　
　
　
　

（
青
森
駅
連
合
分
会
）

▽
脱
原
発
の
闘
い
を
労
働
組
合
と

し
て
強
化
し
て
ほ
し
い
。

▽
採
用
差
別
終
結
、
雇
用
確
保
の

結
果
は
残
念
だ
が
、
矜
持
を
選
択

し
た
闘
争
団
と
思
う
。
Ｊ
Ａ
L
な

ど
の
闘
い
と
連
携
を
。

▽
分
会
で
組
織
拡
大
対
策
会
議
を

地
本
か
ら
入
っ
て
も
ら
い
開
催
、

意
思
統
一
は
で
き
て
い
る
。
過
去

２
人
の
加
入
者
は
、
転
勤
さ
せ
ら

れ
て
い
る
。
フ
ォ
ロ
ー
も
含
め
取

り
組
む
。

▽
知
は
力
と
い
う
、
労
働
者
教
育

講
座
開
催
の
検
討
し
て
ほ
し
い
。

◎
川
原
昭
特
別
代
議
員

　
　
　
　

（
運
転
協
議
会
代
表
）

▽
大
震
災
後
の
復
旧
、
社
長
は
責

任
を
持
っ
て
行
う
と
言
っ
て
い
る

が
、
組
合
と
し
て
し
っ
か
り
と
監

視
の
取
り
組
み
と
地
域
で
の
線
路

を
守
る
集
会
の
開
催
な
ど
で
世
論

喚
起
が
必
要
だ
。

▽
検
修
合
理
化
、
ほ
と
ん
ど
を
外

注
化
す
る
計
画
の
も
の
だ
。
東
労

組
は
、
交
渉
に
入
っ
て
い
る
と
い

う
が
、
国
労
の
状
況
は
ど
う
か
。

◎
高
橋
清
光
代
議
員

　
　
　
　
　

（
青
森
運
転
分
会
）

▽
一
括
和
解
後
、
主
任
職
に
５
人
、

指
導
職
５
人
が
合
格
し
て
い
る
が
、

受
験
し
な
い
組
合
員
も
い
る
。
受

験
体
制
の
確
立
も
大
切
だ
。

▽
エ
ル
ダ
ー
社
員
制
度
、
労
働
時

間
の
短
縮
が
必
要
。
パ
ー
ト
ナ
ー

会
社
の
統
一
し
た
労
働
時
間
に
す

る
運
動
を
が
大
切
だ
。

▽
検
修
合
理
化
、
職
場
で
自
分
は

残
れ
る
の
か
な
ど
話
題
に
な
っ
て

い
る
。
労
働
条
件
、
技
術
継
承
含

め
取
り
組
み
た
い
。

◎
工
藤
賢
二
代
議
員

　
　
　
　
　

（
盛
岡
施
設
分
会
）

▽
震
災
時
の
新
幹
線
関
係
点
検
、

暗
闇
の
中
だ
っ
た
。
危
険
な
状
況
、

明
る
く
な
っ
て
か
ら
で
も
よ
か
っ

た
と
思
う
。

▽
昇
進
試
験
、
６
か
月
研
修
後
の

若
手
社
員
が
受
験
し
合
格
、
お
か

し
い
問
題
だ
。

▽
テ
ー
ブ
ル
定
数
問
題
、
１
人
が

研
修
中
で
も
同
定
数
で
仕
事
を

さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
定
数
問
題
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

◎
大
平
四
郎
特
別
代
議
員

　
　
　
　

（
工
務
協
議
会
代
表
）

▽
脱
原
発
の
運
動
、
自
分
自
身
や

労
働
組
合
と
し
て
地
域
の
中
で
不

足
し
て
い
た
と
痛
感
し
て
い
る
。

運
動
の
強
化
が
必
要
だ
。

▽
昨
年
の
12
月
４
日
以
降
、
工

事
２
、
残
業
、
休
日
出
勤
が
続
い

て
い
る
。
管
理
者
は
、
残
業
す
る

な
と
言
っ
て
い
る
が
、
東
労
組
の

人
が
体
調
を
崩
し
て
い
る
。
そ
の

仕
事
を
国
労
組
合
員
に
押
し
付
け

て
い
る
。

▽
安
全
・
企
画
課
が
機
能
し
て
い

な
い
。
交
渉
で
の
改
善
を
求
め
て

ほ
し
い
。

◎
前
田
素
行
代
議
員

　
　
　
　

（
八
戸
運
輸
区
分
会
）

▽
昇
進
試
験
、
業
務
知
識
の
選
択

に
矛
盾
が
あ
る
。
業
務
上
選
択
す

る
も
の
が
な
い
。
元
職
関
係
で

受
験
し
不
合
格
だ
。

　

不
採
用
事
件
の
終
結
を
受
け
、

の
複
数
回
合
格
、
長
期
単
身
赴
任

の
解
消
、
国
労
車
掌
へ
の
見
習
い

な
ど
と
変
化
は
あ
る
。
差
別
を
な

く
し
対
等
な
労
使
関
係
を
目
指
し
、

職
場
で
、
地
方
本
部
で
、
東
日
本

本
部
の
立
場
で
運
動
を
強
め
て
い

こ
う
。
労
働
条
件
改
善
と
安
全
・

安
定
輸
送
確
立
の
確
立
に
む
け
、

仕
事
総
点
検
・
安
全
総
点
検
運
動

を
取
り
組
み
、
職
協
、
交
渉
委
員

と
連
携
し
技
術
継
承
や
地
方
特
情

な
ど
も
含
め
取
り
組
ん
で
い
く
。

新
人
事
・
賃
金
及
び
労
働
条
件
に

関
す
る
協
約
、
エ
ル
ダ
ー
社
員
問

題
な
ど
は
東
日
本
本
部
と
連
携
し

対
応
す
る
。
も
し
券
の
廃
止
問
題

は
支
社
と
の
対
応
を
強
化
す
る
。

〈
公
共
交
通
を
守
る
闘
い
〉

　

青
い
森
鉄
道
、
い
わ
て
銀
河
鉄

道
と
も
多
額
の
累
積
赤
字
を
抱
え

て
い
る
。
青
い
森
鉄
道
へ
は
41
人

の
組
合
員
が
出
向
、
人
材
育
成
と

技
術
継
承
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

盛
岡
以
北
の
並
行
在
来
線
は
、
生

存
権
、
環
境
、
物
流
な
ど
に
関
わ

る
大
切
な
路
線
で
あ
り
、
設
置
さ

れ
て
い
る
青
森
・
岩
手
両
県
の

「
対
策
会
議
」
や
本
部
と
連
携
し

「
交
通
基
本
法
」
の
制
定
も
含
め
、

政
策
提
言
の
実
現
の
た
め
運
動
を

進
め
る
。

〈
政
治
闘
争
の
強
化
の
闘
い
〉

　

国
民
投
票
法
の
施
行
、
改
変
さ

れ
た
防
衛
大
綱
な
ど
改
憲
機
運
が

高
ま
っ
て
い
る
。
福
島
の
原
発
事

故
で
の
放
射
能
性
物
が
な
お
拡
散

し
て
い
る
。
人
間
は
「
核
」
と
は

共
存
で
き
な
い
こ
と
、
安
全
で
平

和
な
社
会
の
実
現
と
未
来
を
守
る

た
め
、
平
和
環
境
岩
手
県
セ
ン
タ

ー
、
青
森
県
平
和
労
組
会
議
や
政

党
、
共
闘
組
織
な
ど
と
連
携
し
運

動
を
強
化
す
る
。

〈
組
織
強
化
・
拡
大
の
闘
い
〉

　

地
本
の
組
織
は
一
定
程
度
あ
る

が
、
会
社
へ
の
影
響
力
を
高
め
る

こ
と
が
健
全
な
労
使
関
係
を
確
立

し
差
別
の
是
正
に
繋
が
る
。
不
採

用
問
題
の
終
結
で
、
係
争
事
件
が

解
決
し
他
労
組
と
同
じ
土
俵
に
立

っ
た
、
職
場
で
仕
事
を
通
じ
て
国

労
運
動
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
共

感
し
て
も
ら
う
こ
と
で
国
労
に
迎

え
い
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
確
信

す
る
。
「
一
歩
前
に
出
る
」
取
り

組
み
を
進
め
よ
う
。

〈
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
終
結
後
の
闘
い
〉

　

当
事
者
の
皆
さ
ん
が
分
析
し
判

断
し
た
「
終
結
」
と
い
う
苦
渋
の

決
断
を
、
先
の
第
80
回
定
期
全
国

大
会
で
確
認
し
た
。
多
く
の
皆
さ

ん
の
支
援
に
感
謝
し
、
闘
い
の
教

訓
と
団
結
の
重
要
性
を
全
国
の
仲

間
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
引
き
継
い

で
い
こ
う
。
同
時
に
共
闘
・
地
域

の
仲
間
が
闘
っ
て
い
る
問
題
な
ど

に
積
極
的
に
関
わ
り
、
支
援
す
る

こ
と
が
課
題
で
す
。
「
連
合
」
と

の
関
係
の
強
化
も
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
帯
広
・
音
威
子
府
事
業
体

の
物
品
購
入
は
協
力
を
。

〈
一
括
和
解
以
降
の
職
場
の
取
り

組
み
と
労
働
条
件
改
善
、
安
全
・

安
定
輸
送
の
確
立
の
闘
い
〉

　

一
括
和
解
か
ら
４
年
が
経
過
し

た
。
差
別
な
ど
が
全
て
是
正
さ
れ

て
い
な
い
。
し
か
し
、
昇
進
試
験

渋
の
選
択
を
尊
重
し
た
い
。

○
今
ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
連

合
加
盟
、
議
論
し
て
い
こ
う
と
い

う
こ
と
だ
。

○
被
災
地
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

地
区
で
の
取
り
組
み
に
参
加
し
て

ほ
し
い
。

○
工
事
テ
ー
ブ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
労

働
、
支
社
に
申
し
入
れ
解
消
に
努

力
し
て
い
く
。

○
も
し
券
解
消
、
新
た
な
出
向
先
、

エ
ル
ダ
ー
社
員
の
問
題
も
あ
る
。

支
社
に
対
応
を
求
め
る
。

○
労
働
者
講
座
は
、
検
討
す
る
。

○
再
生
可
能
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
闘

い
は
受
け
止
め
て
い
く
。

○
昇
進
試
験
、
係
職
の
人
の
受
験

を
勧
め
て
ほ
し
い
。
矛
盾
点
は
会

社
に
求
め
て
い
く
。

○
エ
ル
ダ
ー
問
題
、
東
日
本
本
部

と
連
携
し
改
善
に
努
め
た
い
。

○
検
修
合
理
化
問
題
、
東
日
本
本

部
と
も
連
携
、
地
本
の
対
策
委
員

会
で
も
相
談
し
対
応
し
て
い
く
。

○
安
全
の
担
保
に
つ
い
て
は
支
社

に
申
し
入
れ
て
い
く
。

○
厳
し
い
貨
物
問
題
、
貨
物
協
と

も
連
携
し
取
り
組
む
。

執
行
部
・
東
日
本
本
部
か
ら
の
答

弁
要
旨
は
次
の
通
り
。

　
　
　
　
　

◇

○
も
し
券
の
問
題
、
交
渉
事
項
で

な
い
と
い
う
が
本
社
で
も
扱
っ
て

い
た
い
。

○
検
修
合
理
化
、
東
日
本
も
今
月

末
か
ら
交
渉
に
入
っ
て
い
く
予
定

に
な
っ
て
い
る
。

○
組
織
拡
大
に
む
け
４
分
会
で
対

策
会
議
を
開
い
て
い
る
。
他
の
分

会
も
開
き
議
論
を
進
め
て
ほ
し
い
。

○
震
災
時
の
労
働
時
間
問
題
点
は

問
題
点
を
出
し
て
ほ
し
い
。
会
社

に
出
し
て
い
く
。

○
地
方
線
問
題
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ

ム
は
検
討
す
る
。

○
採
用
差
別
問
題
、
闘
争
団
の
苦

▽
退
職
者
を
送
る
会
な
ど
、
小
分

会
へ
の
補
助
は
で
き
な
い
か
。

◎
髙
橋
凉
特
別
代
議
員

　
　
　
　

（
貨
物
協
議
会
代
表
）

▽
貨
物
会
社
社
員
賃
金
厳
し
い
、

春
闘
で
の
闘
い
の
強
化
を
。

▽
合
理
化
で
転
勤
、
通
勤
、
単
身

赴
任
な
ど
の
実
態
、
通
勤
費
の
関

係
で
、
年
金
カ
ッ
ト
嘱
託
職
員
の

組
合
員
も
、
地
元
で
の
雇
用
確
保

が
重
要
だ
。

▽
平
成
採
用
者
が
半
数
を
超
え
て

い
る
。
組
織
拡
大
に
全
力
で
取
り

組
み
た
い
。

▽
大
震
災
時
の
石
油
貨
物
輸
送
、

鉄
道
の
底
力
を
み
た
。
鉄
道
員
と

し
て
誇
り
に
思
う
。

▽
17
回
目
の
キ
ャ
ン
プ
を
今
年

も
開
催
で
き
た
。
来
年
は
、
組
織

拡
大
し
開
催
し
た
い
。

　

今
大
会
は
、

地
方
役
員
改

選
期
（
任
期

２
年
）
を
む

か
え
、
中
堤

聡
司
執
行
委

員
（
盛
岡
施

設
分
会
）
と

田
中
光
会
計

監
査
員
（
花

輪
線
地
域
分

会
）
が
退
任

し
、
齋
藤
庄

司
委
員
長
以

下
、
下
記
の

新
役
員
が
選

出
さ
れ
た
。

　
　

◇

〈
新
役
員
体
制
〉

◎
執
行
委
員
長
（
専
従
）

　

齋
藤　

庄
司
（
再
任
）

　
　

（
盛
岡
運
輸
区
）

◎
執
行
副
委
員
長

　

阿
部　

一
久
（
再
任
）

　

（
八
戸
運
輸
区
）

　

小
林　

良
宏
（
再
任
）

　

（
盛
岡
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー
）

◎
書
記
長
（
専
従
）

　

佐
々
木　

力
（
再
任
）

　

（
盛
岡
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー
）

◎
執
行
委
員

　

沢
田　

光
広
（
新
任
）

　

（
出
向
・
仙
建
工
業
／
八
戸
）

　

菊
池　

要
悦
（
再
任
）

　

（
盛
岡
駅
）

◎
会
計
監
査
員

　

高
橋　

亮
一
（
再
任
）

　

（
新
花
巻
駅
）

　

山
川　
　

治
（
再
任
）

　

（
青
森
車
両
セ
ン
タ
ー
）

　
小
笠
原　

勝
豊
（
新
任
）

　

（
盛
岡
駅
）

　

２
０
１
１
年
度
の
地
方
委
員
14

人
は
次
の
通
り
選
出
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　

◇

【
盛
岡
支
部
】
９
人

近
藤　

信
博
（
盛
岡
駅
連
合
分
会
）

岩
脇　
　

勇
（
盛
岡
運
輸
区
分
会
）

荒
矢　

美
登
（
盛
岡
施
設
分
会
）

館
川　

幸
也
（
盛
岡
貨
物
分
会
）

藤
島　

優
悦
（
花
輪
線
地
域
分
会
）

佐
々
木
照
喜
（
北
上
駅
連
合
分
会
）

佐
々
木
睦
美
（
北
上
工
務
分
会
）

熊
谷　

泰
幸
（
気
仙
沼
地
域
分
会
）

留
場　

義
継
（
宮
古
地
域
分
会
）

【
青
支
部
】
５
人

高
森　

英
明
（
青
森
駅
連
合
分
会
）

野
坂　
　

均
（
青
森
運
輸
区
分
会
）

殿
村　

祝
詞
（
大
湊
地
域
分
会
）

笹
山　

賀
庸
（
八
戸
工
務
分
会
）

加
藤　
　

寿
（
八
戸
貨
物
分
会
）

経
過
で
５
人
が
発
言
／
答
弁
受
け
承
認



























髙橋凉特別代議員
（貨物協議会代表）

執
行
部・東
日
本
本
部

　
　

 

中
間
答
弁（
要
旨
）

金児順音威子府闘争団団長

馬渕茂帯広闘争団団長


